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非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】情報を適切に集約・分析・表現で 情報分析の主要な研究方法である心理実験法を理解し，自分で
きる高度なメディアリテラシー 実験計画を立てることができるようになる。

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 情報分析の主要な研究方法である心理実験法の理論や技法を理
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。 解できるようになる。
【思索力・受容力・批判力】

⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】必要な情報を的確に収集し、理解 心理実験法の理論や技法を踏まえて，自分で実験計画を立てる
し、発信する力が身についている。【メディアリテラシー・コ ことができるようになる。
ミュニケーションリテラシー・外国語能力】

⇔

授業で学べる「テーマ」 その他

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 情報の収集・分析・表現のための研究方法のうち，心理実験法の理論や技法を概説し，グループワークを
通じてその理解を深める。受講生の考えたアイデアから研究テーマを設定し，独立・従属変数の設定，実
験手続きの作成，実験の実施，データ分析，レポート作成までを含めた一連の流れを体験学習する。また
，近年広がりを見せるオンライン実験の手法についても紹介する。

授業計画 第1回　因果関係とは
第2回　実験の基礎
第3回　要因計画法：1要因計画
第4回　要因計画法：2要因計画
第5回　従属変数の測定
第6回　剰余変数の統制
第7回　実験手続きの作成
第8回　実験倫理
第9回　予備実験
第10回　本実験
第11回　データ分析
第12回　研究論文の書き方：問題，方法
第13回　研究論文の書き方：結果，考察
第14回　オンライン実験
第15回　まとめ，授業アンケート

成績評価の方法 毎回の小課題（40％），最終試験（60％）により，実験法に関する理解度を評価する。

成績評価の基準 「卓越している」：実験法の理解度を測るための小課題と最終試験の合計が90点以上（授業内容の9割を
理解できている）
「かなり上にある」：実験法の理解度を測るための小課題と最終試験の合計が80点以上（授業内容の8割
を理解できている）
「やや上にある」：実験法の理解度を測るための小課題と最終試験の合計が70点以上（授業内容の7割を
理解できている）
「水準にある」：実験法の理解度を測るための小課題と最終試験の合計が60点以上（授業内容の6割を理
解できている）

事前事後学習の内容 事前学習として，前の回に配布したレジュメを復習しておくこと。事後学習として，毎回小課題を課すの
で，授業内容を復習した後に課題にのぞむこと。

※60時間以上の時間外学習が必要となります。

履修上の注意 授業では毎回小課題を課す。誰でも受講可能であるが，文化情報論特論Ⅰ，Ⅱを履修済み（または履修中
）であることが望ましい。

質問、相談への対応 メール（hirotsune@shinshu-u.ac.jp）にて受け付ける。

教科書 教科書は用いない。

参考書 高野陽太郎・岡隆『心理学研究法：心を見つめる科学のまなざし』有斐閣
後藤宗理・大野木裕明・中澤潤『心理学マニュアル：要因計画法』北大路書房
その他適宜紹介する。


